
 

 

 

 

 

 

  
 

シニアを紡いで５０年！笑顔まん祭 大学祭 

～楽しい大学祭でした。すべての皆様に感謝 
大学祭、大きな事故もなく無事に開催され、スローガンどおりの「お祭り」、「ハレ 

 の日」を共に楽しみ、いい思い出になったと感謝しております。まずはご指導ご協

力いただいた広島市社会福祉協議会、シニア大学学友会、そして参加頂いた学生、 

家族、友人の方々に心より御礼申し上げます。 

今年は開校５０周年記念の年、大学祭も５０周年を記念した表示、スライドショー等で、先輩た

ちが築いてくれた今までを振り返りました。先輩たちの元気で楽しそうな笑顔、一生懸命さは、 

しっかり未来へ引継がれていきます。 

 実行委員会は、シニア大学、大学院が協働しての体制です。普段あまり触れ合う機会のないメン

バーでの体制です。最初は手探りから始まり、業務計画、役割分担、工程作成、手配、作業と大変

な日々を乗り越えました。今年度は、過去のやり方を踏襲するのではなく、新しいやり方にチャレ

ンジしました。各係積極的に取り組みました。総務係のプログラム、芸能係の司会進行（ノーベル 

 平和賞祈念の朗読など）、設営係の搬入搬出手配、バザー係の商品適正化、販売係の新商品開拓と

合理化、食堂係の細やかな接遇、写真係の撮影タイミングの工夫、作品係の展示物管理の合理化な 

ど、きっとこれからに繋がることでしょう。 

 各班は恒例のコーラスを披露しました。個性あふれるコーラスでした。練習の過程が垣間見えて

一生懸命さには心打たれるものがありました。各サークルの作品展示、芸能発表も、積み上げた一

年間の成果で立派なものでした。多くの仲間と協力しながらの元気で明るく楽しい大学祭となりま 

した。新たな絆が深まりました。明日への力も頂きました。 

これからの日々益々ご健康にご留意され、来年の大学祭でまたご一緒できることを 

心より願っております。    

広島市シニア大学祭実行委員会 実行委員長 社田元典 
 

  シニア大学、大学院の主要イベントである、大学祭を無事終えることができ、大変喜ばしく 

 思っております。今年度中核を担う大学の実行部員には、大学祭未経験の 2 年生が多く（休学 

  中等）運営に不安を抱いた方も多かったのではと推測いたします。 

それでも皆さんの力でなんとか不安を乗り越え、大学祭を終えることが出来たことは、かなら

ずや明日につながっていく事と思っております。 

 当初は出足が遅かった大学院生の活動においても、経験に基づいたアドバイス、フオローも 

素晴らしかったと思います。 

今後も大学、大学院共に手を携えて、残りの行事に全力で取組んで参りましょう。新たな歴史

の 1 ページに向けて、幸あらん事を祈念いたします。 

広島市シニア大学祭実行委員会 大学祭担当副部長 森永剛吉 
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 シニア大学開校５０周年記念式典を開催 

 

広島市シニア大学開校５０周年記念式典（市社会福祉協議会な

ど主催）が１０月３日 (木)に開かれ、学友会、大学 院・大学か

ら約２７０人が出席しました。式典では社会福祉協議会の永野

正雄会長が「昭和４９年に老人大学として開校し、半世紀が経

つ。関係者の熱い思いのたまもの」とあいさつ。来賓として出席

した松井一實市長は「卒業生が９７００人を超え、それぞれの地

域で活躍していただいている。今後も地域の担い手として期待

しています」と述べました（写真）。 

式典終了後は「広島型地域運営組織『ひろしま LMO』」と題し、松井市長による記念講

演が行われました。      

     《交わす笑顔の赤い羽根街頭募金》 

 

◎サークル会員募集 「民謡サークル」 

日本の伝統文化のひとつである日本民謡を、楽しく唄っています。 

民謡は田植えや稲刈りなどの五穀豊穣を祝ったり、大漁を願ったりする仕事唄を中心に唄い継が

れてきました。 

講師の日本民謡研究会 総師範 成田光謡先生の指導のもと三味線２丁の生演奏に合わせて大

きな声を出して、和気あいあいと全員が気持ちを一つにして唄うことでストレスを発散し、心も体

も喜びを感じています。芸能発表会の機会もあります。(日本民謡研究会主催、シニア大学祭等々）

ぜひ一度見学に来てください。一同、心からお待ちしています。 

講 師  日本民謡研究会（津軽三味線）総師範 成田光謡 （大浜光佐子） 

               日本民謡研究会（津軽三味線）   成田流社中 

活動日  月 ２ 回 （第 １．第 ３ 木曜日）13：00 ～ 15：00 

場 所   広島市総合福祉センター ５階 会議室２ 

会 費   ￥ 1，500 （月） 

問い合わせ・申し込み ： 岡田重子 (080-6318-5532) 

昨年は、雨天中止となりましたが、今年１１月８日（金）は秋らしいさわ

やかな日和のもと、そごう前など市内中心部５ケ所にシニア大学、大学院、

学友会、広島市社会福祉協議会のメンバー合計 3４名及び市の共同募金委

員会事務局職員の方々も参加して「赤い羽根募金にご協力をお願いします」

と声かけし、街頭募金活動が行われました。 

通行中の皆さまから「ご苦労さまー」の一言と共に、多くの方にご協力い

ただきました。お礼として、赤い羽根、クリアファイル、バンドエイドをお

渡ししました。加えて、今年はカープのピンバッチが追加となり、特に子供

連れの方に好評でした。わずか３０分間の募金活動でしたが、結果的には、

今年度の募金総額は４０，２５１円となり、一昨年の実績並みの結果となり

ました。ご参加いただきました方々、お疲れ様でした。 


